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研究成果の概要（和文）：所得、学歴、雇用状態等の社会経済的要因と生活習慣、予防サービスの利用、循環器疾患リ
スクファクター、栄養素摂取、精神的不健康、身体的訴え、医療受診との関連が示された。この関係を、生活習慣およ
び内的・外的な心理社会的要因が媒介することを明らかとした。社会階層およびこれと関連した心理社会的要因は脳機
能に影響を与える可能性が示された。低い社会階層の者では，リスクを伴う意思決定において前頭前皮質，島皮質，線
条体、自律神経系などの典型的反応が見られず、脳‐身体の反応性が鈍化していると考えられた。社会階層と関連する
心理的反応は、免疫・炎症系の遺伝子発現異常と関連していることを見出した。

研究成果の概要（英文）：The research shows the association of socioeconomic status (SES) such as income, e
ducational attainment, employment, with health behaviors, preventive service use, circulatory disease risk
 factors, nutrition, poor mental health, somatic complaints, and the use of medical care. The associations
 between SES and health were mediated by health behaviors and inner and outer psychosocial factors. Social
 class and related psychosocial factors may affect brain function. Among people with low social class, bra
in and somatic responses may be blunted in risky decision making, with weakened typical reactions in prefr
ontal cortex, insula, striatum, and autonomic nervous system. Psychological reactions associated with soci
al class were found to be associated with abnormal gene expressions related to immune and inflammation.
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１．研究開始当初の背景 

社会疫学は、経済格差、社会構造、文化

などの社会環境が、健康に与える影響とそ

のメカニズムを明らかにしようとする分野

であり、健康の社会格差問題が顕著になっ

たことを背景に 1990 年頃から注目を集め

るようになった。わが国において、健康問

題の社会格差が議論され始めたのは最近の

ことであり、社会経済階層と健康問題の関

係を示した実証研究が行われ始めているが、

多くは集団として検討した生態学的研究で

あり、個人および集団を同時に扱う多重レ

ベルで解析する研究、特に縦断研究はまだ

限られている。また、社会階層と健康の格

差の社会・心理・生物学的メカニズムに関

して、近年、生理心理学の領域で、遺伝子、

神経画像、バイオマーカー、心理学的指標

を総合した研究が進展しつつある。わが国

において、神経画像手法と神経免疫内分泌

系バイオマーカーを使用した大規模な研究

により、社会階層、子供の認知機能の発達

と脆弱性の形成、成人期の社会心理機能と

社会心理的環境、健康の格差をつなぐ生

物・心理・社会学的メカニズムの解明が期

待される。 

 

２．研究の目的 

本計画班では、社会疫学の手法により、

社会階層へのライフサイクルを通じての曝

露が心身の健康影響・健康格差を発生させ

る医学・生物学、心理学、社会学的なメカ

ニズムを解明する。 

 

３．研究の方法 

１）実態・媒介要因解明グループ 

多目的共用パネル調査（地域および労働

者）の横断および縦断データやその他のデ

ータを利用して、慢性身体疾患およびその

バイオマーカー、WHO 統合診断面接により

評価されたうつ病等の精神疾患、自殺傾向、

社会機能障害および生活の質における、社

会階層（収入、学歴、職業[非正規雇用を含

む]、主観的社会階層）を含む社会経済状態

(SES)による差を定量的に評価した。また家

庭・居住環境、ヘルスリテラシー、生活習

慣、職業性ストレスやワーク・ライフ・バ

ランス、ポジティブな仕事への関わり（ワ

ーク・エンゲイジメント）等の要因が、社

会階層と健康との関係を媒介するかどうか

解析した。 

２）脳画像・生物学的マーカーによるメカ

ニズム解明グループ 

多目的共用パネル地域調査(J-SHINE 調

査)の対象者に対して近赤外線スペクトロ

スコピー(NIRS)による前頭前野機能、、子供

時代および成人期の社会階層との相互関連

を解析した。また神経機能関連の遺伝子多

型（5HTTLPR など）の修飾効果を解析した。

さらに多目的共用パネル（世帯）調査対象

者から子供(7～14 歳)を抽出し、NIRS によ

る前頭前野機能の測定、社会的状況に対す

る心理・生理反応テスト等を実施し、世帯

の社会階層が子供の脳機能、心理機能の発

達に与える影響を評価した。 

また労働者および社会階層の上位の者、

下位の者を対象として、情緒的・認知的作

業課題下の脳機能をポジトロン断層法

(PET)により評価し、社会階層、職業性スト

レス、脳機能、神経内分泌反応の相互関連

を動的に明らかにした。さらに末梢の神経

免疫内分泌反応パターン（「こころを映し出

す DNA チップ」技術により指標化）の測定

を行い、社会階層と関連して発現する遺伝

子を明らかにした。 

 

４．研究成果 

１）実態・媒介要因の解明 

英国の社会階層分類を参考に、職業分類

と雇用形態の情報を用いて、日本人を対象

にした社会階層分類（J-SEC）を提案し、所



得、家の所有、主観的健康、喫煙との関連

からその妥当性を確認した。提案された社

会階層分類および所得を社会経済的指標に、

日本人の過去 20 年間の健康の社会格差の

変化を観察した結果、明らかな格差の拡大

は認めなかった。 

所得と社会階層に伴う主観的健康の社会

的格差に対する物質的要因、心理的要因、

生活習慣の媒介効果を検証し、物質的要因

の媒介効果が高いことがわかった。社会階

層は、心理的資源を介しても健康と関連す

る。学歴・主観的社会階層と主観的健康、

慢性疾患数を媒介する要因は、神経症傾向、

コントロール感（日米共通）、自尊心（米国

のみ）、楽観主義（女性のみ）であった。 

労働者において学歴は心理的ストレス反

応とは有意な関連を有していなかったが，

心理的ストレス反応は，1 年後の就業状況

の悪さ（仕事の要求度の高さ，仕事の資源

の少なさ）につながっていた。 ワーク・エ

ンゲイジメントに関しては，学歴は仕事の

資源を経由した媒介効果のほかに，エンゲ

イジメントを直接高め，それがさらにエン

ゲイジメントの上昇につながっていた。 

社会経済的地位(SES)が妊婦の肥満、高血

圧に関連し、また出生体重の低さにも関連

していた。母親の学歴が子どもの自閉症ス

ペクトラム障害の傾向と関連していた。居

住する地域の特性（所得格差など）がワク

チン接種行動に影響していた。子供時代の

社会経済的地位は、高齢者になってからの

日常生活能力とも関連していた。 

２）脳画像・生物学的マーカーによるメカ

ニズムの解明 

J-SHINE 調査の回答者に対して協力依頼

を送付し、176 名に対して NIRS による脳血

流の測定を実施した（平均 36.7±7.6 才、

男性 83 名・女性 93 名、教育年数・平均 15.0

±2.1 年、平均年収 340±260 万円（中央値：

300 万円））。これまでの解析では、有職者

79 名で実行機能を反映するとされる言語

流暢性課題中の NIRS 信号は、職業性ストレ

ス指標（JCQ）のうち、女性では左背外側前

頭前野において Job Demand と、男性では右

側頭皮質において Job Control と関連して

いた（図１）。176 名を対象とした検討では、

言語流暢性課題中の前頭部 NIRS 信号は、小

児期の養育環境と左背外側前頭前野を中心

とする広汎な領域と関連していた。子ども

（小学生・中学生・高校生）を対象とした

調査については、2014 年 2 月末時点で 12

名の NIRS 測定を実施しており、継続して測

定を進め、最終的には約 50 名の参加協力を

見込んでいる。 

 

 
図１ 多目的共用パネル調査対象者に対す

る近赤外線スペクトロスコピー測定から得

られた社会階層および関連する心理社会的

要因と前頭前野機能との関連 

 

リスク選択課題を遂行している際の脳活

動等の同時測定研究では、高 SES 群 16 名と

低 SES 群 16 名の実験データを解析し、高

SES 群では，リスクを伴う意思決定におい

て前頭前皮質，島皮質，線条体が関与する

と共に，自律神経系などの身体的生理反応

が生じて選択に影響する現象が確認された

（図２）。低 SES 群では，こうした典型的反



応が見られず，脳‐身体の反応性が鈍化し

ている傾向が示唆された。 

図２ リスク選択課題を遂行している際の

脳活動等の同時測定研究（高 SES 群 16 名

と低 SES 群 16 名） 

 

民間病院職員202名を対象に、主観的会階

層並びに個人の収入と心理・行動特性との

関連性を調査し、高ストレス群における細

胞性免疫とヘルパーＴ細胞関連遺伝子の特

異的な発現低下を明らかにした。さらに、

急 性 心 理 的 ス ト レ ス 応 答 性

microRNA(Neurosci Lett)、心理的ストレス

応答性サイトカイン(Psychophysiology)を

同定した。社会格差(主観的社会階層と個人

収入)が精神的健康(不安・うつ状態)と関連

することを確認し、主観的社会階層と関連

する遺伝子群を同定した。不安・うつ状態

は免疫・炎症系の遺伝子発現異常と関連す

ること見出した。特に、HCN2遺伝子は主観

的社会階層、不安及びうつ状態を反映する

バイオマーカーとなりうる可能性を見出し

た。末梢血の慢性心理的ストレス応答性マ

イクロRNAを7種同定した。 
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